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新型コロナウイルス感染症患者等が使用した物として引き渡された 

リネン類の取扱いについて 

 

 

新型コロナウイルスへの感染が疑われる宿泊者が発生した場合のシーツ等のリネ

ン類の洗濯については、「旅館等の宿泊施設における新型コロナウイルス感染症への

対応について」（令和２年２月５日付け健感発 0205 第１号・薬生衛発 0205 第１号厚

生労働省健康局結核感染症課長及び医薬・生活衛生局生活衛生課長通知）において、

医療リネンに準じて扱い、「病院、診療所等の業務委託について」（平成５年２月 15 日

付け指第 14 号厚生省健康政策局指導課長通知）を参考に実施することとしていると

ころです。 

今般、新型コロナウイルス感染症患者の発生状況等を踏まえ、医療機関における新

型コロナウイルスに感染する危険のある寝具類の取扱いについて、別添のとおり発出

されておりますので、ご了知いただくとともに、管下の宿泊施設及びクリーニング所

に周知いただきますようお願いします。 
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厚生労働省医政局地域医療計画課 

 

 

医療機関における新型コロナウイルスに感染する危険のある寝具類の取扱いについて 

 

 

医療機関が、新型コロナウイルスに感染する危険のある寝具類の洗濯を外部委託するに当

たっては、「病院、診療所等の業務委託について」（平成５年２月 15 日付け指第 14 号厚生省

健康政策局指導課長通知）により、やむを得ない場合を除き、医療機関内の施設で消毒を行

うこととしています。 

今般の新型コロナウイルス感染症患者の発生状況や、医療機関において消毒作業に係る負

担が増大していることを踏まえ、医療機関における新型コロナウイルスに感染する危険のあ

る寝具類の取扱いについて、下記のとおり整理しましたので、管下医療機関に対し周知をお

願いします。 

なお、本事務連絡の内容は、一般社団法人日本病院寝具協会と協議済みであることを申し

添えます。 

 

記 

 

１ 新型コロナウイルスに感染する危険のある寝具類の洗濯を外部委託するに当たっては、

やむを得ない場合を除き、医療機関内の施設で消毒を行うこと。 

具体的な消毒方法については、「病院、診療所等の業務委託について」の別添２「感染症

の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第６条第２項から第５項まで又は第７

項に規定する感染症の病原体により汚染されているもの以外の感染の危険のある寝具類に

関する消毒方法」を参照すること。 

 

２ 新型コロナウイルス感染症患者が多数入院し、消毒作業に過大な負担が掛かり、医療提

供に支障を生じる場合や、医療機関の職員が新型コロナウイルスに感染したことにより、

消毒作業を行う人員の確保が困難である場合等においては、「病院、診療所等の業務委託に

ついて」のやむを得ない場合に該当するものとして、医療機関内の施設において消毒を行
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わずに、新型コロナウイルスに感染する危険のある寝具類の洗濯を外部委託して差し支え

ない。 

 

３ ２により、医療機関内の施設において消毒を行わずに、新型コロナウイルスに感染する

危険のある寝具類の洗濯を外部委託する場合においては、感染の危険のある旨を表示した

上で、密閉した容器に収めて持ち出すなど他へ感染するおそれのないよう取り扱うこと。 

具体的な取扱方法は、一般社団法人日本病院寝具協会の「新型コロナウイルスに感染の

危険のある寝具類の処理方法について」（別紙１）の【２】を参照すること。なお、この取

扱いに関しては、新型コロナウイルス感染症患者の発生状況等を踏まえた暫定的な取扱い

であり、平時における取扱いに及ぶものではないことを申し添える。 

  



 

 

令和 2 年 4 月 23 日 
一般社団法人日本病院寝具協会 

 
新型コロナウイルスに感染の危険のある寝具類の処理方法について 

（ お 客 様 へ の お 願 い） 
 

【１】病院内での消毒（以下「一次消毒」という。）のお願い 
以下のいずれかの方法により病院内での消毒をお願いします。 

 
・平成 5年 2月 15日指第 14号 厚生省健康政策局指導課長通知「病院、診療所等
の業務委託について（抄）」の別添 2 及び一般社団法人日本病院寝具協会発行「寝
具類の消毒に関するガイドライン（第 7版）」のそれぞれの一部を準用して行う消毒方
法による。 

 

A：熱水消毒（80°C・10分） 
 
B：0.05%（500 ppm）～0.1%（1,000ppm）の次亜塩素酸N a溶液に30分間浸漬後、洗濯。 
（浸漬後の洗濯は次亜臭がなくなる程度に洗い流していただければ結構です。） 

 
＊ ＜上記 Bの溶液濃度の参考例＞ 

例えば、市販の 6%の塩素系漂白剤（ハイター・ブリーチ等）を利用する場合、2ℓの水

に対して 20cc（ペットボトルキャップ 4 杯程度）で、0.06%（600ppm）になります。（なお、

この溶液に 30分間浸漬後、洗濯も可） 

 
（注1） 病院内で上記の A 又は B の一次消毒を実施するために病室から運び出す場

合の注意として、ビニール袋で二重に密閉して外側を 0.05%（500ppm）の次亜

塩素酸Ｎaで清拭又は含有率 70%以上のエタノールで清拭してください。  
 

（注2） 病院内で消毒済みの寝具類については、上記の（注 1）とは別のビニール袋に
入れ、袋内の空気をなるべく抜き二重に密閉、外側を 0.05%（500ppm）次亜塩素

酸 N aで清拭又は含有率 70%以上のエタノールで清拭して、「消毒済み」「病院
名」「新型コロナウイルス」と明記の上、洗濯委託業者に引き渡してください。 

 
 
【2】上記【１】の代替案 

本来は、上記の A 又は B の処理が病院内で行われることが大原則ですが、設備的な
理由や人員確保の面などで困難な場合は、以下の方法も参考にしてください。 

 
C：寝具類を水溶性バッグ（P V A フィルム等）に入れ、しっかりと口を締め、更にそれを

ビニール袋に入れて、二重に密閉した状態で外側を 0.05%（500ppm）の次亜塩素酸
N aで清拭又は含有率 70%以上のエタノールで清拭して下さい。 

 
D：寝具類に含有率 70%以上のエタノールを、近距離でまんべんなく吹き付けした上で、
ビニール袋で二重に密閉し、外側を 0.05%（500ppm）の次亜塩素酸 N a で清拭又は
含有率 70%以上のエタノールで清拭して下さい。 
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 E：寝具類をビニール袋で二重に密閉し、感染の危険のある旨を表示の上、外側を

0.05%（500ppm）の次亜塩素酸 N aで清拭又は含有率 70%以上のエタノールで清拭し
てください。 
ただし、病院内の設備的な理由や人員確保の問題などで、どうしても上記 A～Dの

処理を病院内で行うことができない場合に限り、病院様と会員さんとの間で十分に話
し合って双方合意の下、今回の新型コロナウイルスの取扱いに限っての覚書等を取
り交わすなどにより対応するようお願いします。 
また、この処理に当たっては、特に病院様には会員さんの配送や洗濯工場に従事

する方々の安全面の確保にご理解をいただくようお願いします。 
 

F：病院内で A～E の処理も困難な場合は、廃棄物として適切に処理し洗濯委託業者に
その内容、廃棄した寝具類の品名や数量を報告してください。 

 
（注1） C～Ｅの方法による場合は、「未消毒」「病院名」「新型コロナウイルス」を明記

の上、洗濯委託業者に引き渡してください。 
 

 
洗濯工場における留意事項 
 受託者の従業員については、マスク、手袋、ゴーグル、予防衣（又は前掛け等）等の個人
防護具を必ず着用してください。 



（別紙２） 

 

○医療法の一部を改正する法律の一部の施行について(平成５年２月 15 日健政発第 98 号厚

生省健康政策局長通知) 

 

第三 業務委託に関する事項 

８ 患者等の寝具類の洗濯の業務(新省令第九条の十四関係) 

(1) 業務の範囲等に関する事項 

イ 委託できる寝具類の範囲 

病院が洗濯を委託することができる寝具類は、次に掲げるもの以外のものとするこ

と。 

① 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第六条第二項から第五

項まで又は第七項に規定する感染症の病原体により汚染されているもの(汚染され

ているおそれのあるものを含む。)であって、病院において、同法第二十九条の規定

に基づいて定められた方法による消毒が行われていないもの。 

② 診療用放射性同位元素により汚染されているもの(汚染されているおそれのある

ものを含む。)。 

 

 

○病院、診療所等の業務委託について(平成５年２月 15 日指第 14 号厚生省健康政策局指導

課長通知) 

 

第八 患者等の寝具類の洗濯の業務について(令第四条の七第七号第六号関係) 

３ 感染の危険のある寝具類の取扱い 

 (2) 感染の危険のある寝具類については、その洗濯を外部委託することができるもので

あっても、やむを得ない場合を除き、これに係る消毒は病院内の施設で行うこと(例外的

に消毒前の寝具類の洗濯を外部委託する場合には、感染の危険のある旨を表示した上で、

密閉した容器に収めて持ち出すなど他へ感染するおそれのないよう取り扱うこと。)。 

 

(別添１)病院寝具類の受託洗濯施設に関する衛生基準 

第二 管理 

３ 寝具類の管理及び処理 

(2) 寝具類は、病院において消毒されたものを除き、以下の方法により適切に消毒を行う

こと。 

① 感染の危険のある寝具類については、(1)による選別後速やかに他の物と区分の上、

本通知別添 2の消毒方法により消毒を行うこと。 

 

 



(別添２)感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第六条第二項から第五項

まで又は第七項に規定する感染症の病原体により汚染されているもの以外の感染の危険の

ある寝具類に関する消毒方法 

 

◎ 次に示す方法のうち、各寝具類の汚染状況及び材質等からみて適切な消毒効果のあるも

のを選択して用いること。 

 

１ 理学的方法 

(1) 蒸気による消毒 

蒸気滅菌器等を使用し、一〇〇℃以上の湿熱に一〇分間以上作用させること。 

ただし、肝炎ウイルス及び有芽胞菌(破傷風菌、ガス壊疽菌等)により汚染されてい

るもの(汚染されているおそれのあるものを含む。)については、一二〇℃以上の湿熱

に二〇分間以上作用させること。 

(注)１ 温度計により器内の温度を確認すること。 

２ 大量の洗濯物を同時に消毒する場合は、すべての洗濯物が湿熱に十分触れな

いことがあるので留意すること。 

(2) 熱湯による消毒 

八〇℃以上の熱湯に一〇分間以上浸すこと。 

(注)１ 温度計により温度を確認すること。 

２ 熱湯に大量の洗濯物を浸す場合は、湯の温度が低下することがあるので留意

すること。 

２ 化学的方法 

(1) 塩素剤による消毒 

さらし粉、次亜塩素酸ナトリウム等を使用し、その遊離塩素二五〇ppm 以上の水溶

液中に、三〇℃で五分間以上浸すこと(この場合、終末遊離塩素が一〇〇ppmを下らな

いこと。)。 

(注) 汚れの程度の著しい洗濯物の場合は、終末遊離塩素濃度が極端に低下すること

があるので留意すること。 

(2) 界面活性剤による消毒 

逆性石けん液、両性界面活性剤等の殺菌効果のある界面活性剤を使用し、その適正

希釈水溶液中に三〇℃以上で三〇分間以上浸すこと。 

(注) 洗濯したものを消毒する場合は、十分すすぎを行ってからでないと消毒効果が

ないことがあるので留意すること。 

(3) クロールヘキシジンによる消毒 

クロールヘキシジンの適正希釈水溶液中に三〇℃以上で三〇分間以上浸すこと。 

(注) 塩素剤とクロールヘキシジンを併用すると、褐染することがあるので留意する

こと。 

(4) ガスによる消毒 



① ホルムアルデヒドガスによる消毒 

あらかじめ真空にした装置に容積一立方メートルにつきホルムアルデヒド六 g 以

上及び水四〇g以上を同時に蒸発させ、密閉したまま六〇℃以上で七時間以上触れさ

せること。 

② エチレンオキシドガスによる消毒 

あらかじめ真空にした装置にエチレンオキシドガスと不活化ガス(炭酸ガス、フロ

ンガス等)を混合したものを注入し、大気圧下で五〇℃以上で四時間以上作用させる

か、又は 1kg／cm2まで加圧し五〇℃以上で一時間三〇分以上作用させること。 

③ オゾンガスによる消毒 

あらかじめ真空にした装置にオゾンガスを注入し、CT 値六〇〇〇ppm・min 以上作

用させること。 

また、「感染の危険のある寝具類におけるオゾンガス消毒について」(平成十九年三

月三十日付医政経発第〇三三〇〇〇二号厚生労働省医政局経済課長通知)を遵守する

こと。 

(注)１ ガスによる消毒を行う場合には、ガスが寝具類に残留したり、作業所内の空気

を汚染することがないよう換気に細心の注意を払うとともに、引火性があるので

火気に注意すること。 

２ 大量の洗濯物を同時に消毒する場合は、すべての洗濯物がガスに十分触れない

ことがあるので注意すること。 


